
代表取締役社長 強口邦雄が令和 2年秋の叙勲において旭日双光章を受章 

 

令和２年秋の叙勲において、当社の代表取締役社長 強口邦雄の『旭日双光章』受章が決定いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

旭日章は、社会のさまざまな分野における功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げた者に対して授与される、 

我が国最初の勲章として明治８年に制定されました。 

 

強口は全国カレンダー出版協同組合連合会代表理事として、カレンダーの正確性を追求、国民の生活に支障が

でないよう祝日法の改正時に率先して働きかけをし、また暦とカレンダーの産学一体団体の設立に寄与するなど、

カレンダー業界全体の発展に尽くした功績が認められての受章となりました。 

 

 

<受章のご挨拶> 

このたび令和２年秋の叙勲において、旭日双光章拝受の栄に浴し、身が引き締まる思いが致します。 

これも偏に業界関係者の皆様はじめ国民の皆様方の長年に亘る温かなご支援、ご指導の賜と感謝申し上げます。 

今後はこの栄誉に悖ることなく、生活文化創造企業としての役割を果たすべく一層精励して参る所存です。 

何卒変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

強口邦雄  

全国カレンダー出版協同組合連合会 特別理事 

(株)トーダン代表取締役社長 

１９５０年（昭和 25 年） ８月８日生まれ  

１９７４年（昭和 49 年） 慶應義塾大学工学部管理工学科卒業  

１９７５年（昭和 50 年）  国際カレンダー入社  

１９７６年（昭和 51 年）  株式会社東団入社  

１９８５年（昭和 60 年）  株式会社トーダン 代表取締役社長就任 現在に至る。 

１９９０年（平成 2 年）  全国カレンダー出版協同組合連合会 理事  

２００４年（平成 1６年） 全国カレンダー出版協同組合連合会 代表理事  

～２０１４年（平成２６年）まで 現在、特別理事  

２０１１年（平成 23 年） 一般社団法人 日本カレンダー暦文化振興協会設立、理事就任  

現在に至る 

 

令和２年１１月３日 

株式会社トーダン 


